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研究成果の概要（和文）：本研究では1970年代に独自の布教方法によって多数の日本人信者を獲得されたとされ
る日本イスラム教団の活動内容を解明し、日本イスラーム受容史における同教団の活動の位置を検討した。その
結果、同教団の活動にはイスラームの土着化・日本化と呼べる要素も見られるものの、教団設立者が「大先生」
と呼ばれ「癒し」の役割を担っていたこと、教団が集団入信式など大規模な儀式を重視していたこと、ムスリム
であることより教団への帰属意識が強調されていたことなどの点からむしろ同教団は「新宗教」として位置づけ
ることができるのではないかとの結論に至った。

研究成果の概要（英文）：The aim of the present project has been to investigate the activities of the
 Japan Islamic Congress, which is said to have enjoyed a huge membership in the 1970s through 
unusual missionary strategies, and to situate it within the history of Japanese reception of Islam. 
It has been concluded that, while its activities can partially be characterized as an attempt to 
indigenize Islam in Japanese contexts, the group can be better understood as a new religion. Major 
factors behind this conclusion include: its founder, called ‘Great Master’ by his followers, 
assumed the role of a healer; the group focused on organizing large-scale rituals such as 
mass-conversion ceremonies; and the group membership was more emphasized than being a Muslim.

研究分野：宗教学

キーワード： 日本におけるイスラーム受容　日本イスラム教団　イスラーム布教（ダアワ）　日本人ムスリム　土着
化　改宗　新宗教

  １版



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
日本にムスリム（イスラム教徒）が少なか
らず存在するということは、近年全国でモス
クが急増していることなどを通して知られ
つつあるが、日本におけるイスラーム実践に
関する学術的研究はまだ少ない。本研究開始
時点での研究はパキスタン人による中古車
産業やハラール食品産業のネットワークお
よび各地のモスクの活動など、日本在住の外
国人ムスリムに関するものが中心であった。 

 
また日本人ムスリムに関しても、外国人ム
スリムと結婚した日本人女性のイスラーム
受容の過程に関するものを除けば、まとまっ
た研究はほとんどない。最近増加しつつある
（結婚を通してではなく）自らの宗教的意欲
によって改宗した日本人ムスリムの活動・思
想については、改宗者自身の手による著書し
か情報源がないのが現状であった。 

 
特に、日本人ムスリムが日本社会において
イスラームをどのように理解・実践している
のか、とりわけ彼らの布教（ダアワ）におけ
る日本宗教や伝統文化の扱いに関する知見
は非常に限られている。中でも、1970 年代
に独自の布教方法を通してイスラームを日
本人に受容しやすい形にすること（「日本化」
あるいは「土着化」）によって（小村 2016；
小村 2015）多数の日本人改宗者を生んだと
される日本イスラム教団についての情報は、
伝えられる規模の大きさに反してまだ極め
て少なく、学術的研究も限られていた。この
ため本研究では日本イスラム教団の布教内
容の特徴を分析し、その日本におけるイスラ
ーム受容史および日本宗教史における位置
づけを検討することとした。 

 
２．研究の目的 
本研究の目的は大きくわけて以下の 3点で
あった。 

 
（１）日本イスラム教団の設立・発展および
衰退の経緯を解明し、教団の中心的人物によ
る日本文化や宗教（特に仏教）への言及に注
目しながら、「大乗イスラーム」（安倍 1986）
と呼ばれる教団独自の布教内容を明らかに
し、その特徴を特定すること 
 
（２）現在日本国内で活動中である日本人ム
スリムの日本イスラム教団に対する見解お
よび彼らの布教活動における日本宗教や伝
統文化の扱いを調査し、現代日本におけるイ
スラーム土着化の試みの程度と内容を特定
すること 
 
（３）これらの調査結果をもとに、日本人の
イスラーム観、日本人改宗者のイスラーム布
教に対するスタンス、イスラームと日本宗教
（とくに仏教）の交流および相互認識の歴史
をふまえた上で、日本イスラム教団の活動を

日本におけるイスラーム受容史および日本
宗教史の中に位置づけること 
 
３．研究の方法 
本研究では前項に挙げた目的を達成する
ための主な研究方法として、文献調査および
インタビューと参与観察に基づくフィール
ドワークを採用した。 
 
日本イスラム教団に関する情報は現在日
本国内に存在するムスリム・コミュニティの
中心的人物および教団の元関係者に対する
インタビューのほか、地方公共団体や図書館
でのアーカイブ調査によって入手するとい
う方法を取った。 
 
具体的にはまず東京都内、特に日本イスラ
ム教壇の本拠地があった東京都新宿区内外
のモスクやイスラーム団体でインタビュー
を実施し、そこで同教団との関係があったま
たは同教団に関する情報を持っていると判
明した人物についても、本人との面会が可能
である場合はインタビューを行った。またこ
れと傾向して、日本イスラム教団や同教団の
関係者が出版した著作および 1970 年代から
1980 年代にかけて出版された日本のムスリ
ム・コミュニティに関する出版物にもとづい
て、日本イスラム教団の発展・衰退の経緯お
よびその布教内容の解明をはかった。 
 
国内のムスリム・コミュニティにおけるイ
スラーム布教活動の内容については、日本人
ムスリムを中心に代表的な指導者へのイン
タビューおよび彼らの活動への参与観察を
通して調査した。ここでの目的な大きくわけ
て以下の 3点であった。 
 
（１）日本イスラム教団および教団関係者に
関する情報を得ること 
 
（２）日本イスラム教団に対する調査対象者
の評価を明らかにすること 
 
（３）対象者のイスラーム布教に対するスタ
ンス、およびそこにおける日本宗教・文化の
扱いに関する情報を得ること 
 
ここで日本イスラム教団に関係していた
ことが判明した対象者については、改めて詳
細なインタビューを行った。また布教活動に
おいて日本宗教および文化への言及を広く
行っていると判明した対象者については、対
象者が属するモスクおよびコミュニティに
てインタビューと布教活動の参与観察を行
い、イスラーム土着化の試みがどの程度、ま
たどのように行われているのかを特定した。 
 
４．研究成果 
 
（１）まず、現在国内で活動中の日本人ムス



リムの日本ムスリム教団に対する評価はお
しなべて否定的であり、特に同教団について
直接の知識を持っている比較的年配（50代か
ら 70 代）の日本人ムスリムは、教団の意図
や活動姿勢に強い疑念を抱いていることが
多いことが判明した。具体的には教団の目的
は金儲けであり、そのために中東・東南アジ
アのイスラーム諸国とのつながりを求めた
のではないか、また教団の布教内容が本来の
イスラームの教えから逸脱しており、日本に
イスラームを根付かせる方法としては筋違
いである、といった意見があがった。ただ後
者についての具体的な指摘はあまりなく、政
治的活動をも含む教団の大がかりな活動内
容に対する違和感の表明が多かった。また、
日本イスラム教団の存在は、日本のイスラー
ムの歴史における「恥」だと思っているので
言及を避けているという声もあった。 
 
また同教団の政治的・経済的活動に対して
はその活動時期においても日本のムスリ
ム・コミュニティにとどまらず、国内で相当
の批判があったことが判明している。しかし
教団が活動を停止してから 30 年以上が経過
し、その存在を知るものが極めて少数になっ
た今、当時を知る日本人ムスリムが同教団へ
の言及を避けようとし、また同教団の活動が
明らかになることによって自らが属する現
在のムスリム・コミュニティへの評価に否定
的な影響がおよぼされる可能性に非常に敏
感であるということは、国内外のイスラーム
関係の組織による活動によってムスリムと
しての国内での自分たちの立ち場、および日
本の一般社会におけるイスラーム観に大き
な影響が出ることを彼らが常に警戒してい
ることの反映であると考えられる。 
 
さらに教団の活動当時の状況を知る日本
人ムスリムからの疑念に対し、教団の中核的
メンバーであった外国人ムスリムは、教団設
立者である二木秀雄の意図は金儲けではな
かったと主張し、教団の布教方法の正当性を
強調した。ここでは、入信の際は信仰告白（シ
ャハーダ、特に神を信じること）に重点がお
かれるべきである一方、服装や食に関する規
定は二次的なものであり、暫時的に実践して
ゆけばよいこと、そしてこのような布教方法
は預言者ムハンマドのそれに通じるもので
あることが強調された。日本イスラム教団を
通じてイスラームに入信した人の数を特定
することは難しく、教団側での水増しが指摘
されることも多いが、入信過程のこのような
簡素化は、教団が短期間で多くの信者を獲得
することができた要因のひとつであると考
えられる。 
 
（２）国内のムスリム・コミュニティの指導
者による布教活動に関しては、日本における
イスラームの土着化に向けて意欲的に取り
組んでいる関東在住の日本人ムスリムの活

動を重点的に調査した。彼は自らの目指す
「日本色のイスラーム」を発展させるにあた
って、イスラームの土着化は正統四洋法学派
の解釈に反さない範囲で、日本の伝統文化や
社会的慣習を取り入れつつ行うべきだとし
ている。具体的には「イスラームに入信する
ことは外国人になることではない」と主張し、
イスラームの宗教歌（ナシード）を日本語に
訳したもの、日本の唱歌にイスラームの教え
を表現する歌詞をつけたもの、イスラームの
教えを短歌の形にまとめたものなどを導入
しつつ、日本語による布教活動を推進してい
る。ただ彼による日本の伝統的価値観への言
及の中にはイスラームの教えと矛盾しうる
ものも含まれており、従ってイスラームの教
えに忠実であろうとする試みと、日本文化を
積極的に取り入れてイスラームを布教する
試みの間には「創造的緊張関係」が存在する
と言える。 
 
またこの日本人ムスリムの活動とヨーロ
ッパの改宗ムスリムによる布教活動との比
較考察を通じて、この日本人ムスリムの取り
組みに見られる特徴を次のように特定した。 
 
① この日本人ムスリムはヨーロッパの改
宗ムスリムに比べて、理想とするイスラーム
土着化の内容や程度に関してはるかに明確
な考えを持っている。またそれを自らのブロ
グや SNS 上で発信しており、「イスラームの
土着化」という概念は日本のムスリム・コミ
ュニティの中で一定の認知度を持っている
と考えられる。 
 
② 彼は布教活動の一環として、日本のムス
リム・コミュニティと一般社会をつなぐ役割
を積極的に担っている。イスラームと自国と
いう二つの世界の架け橋になり、自国におけ
るイスラーム理解を促進しようとするこの
ような傾向はヨーロッパの改宗ムスリムの
間にも見られる傾向である。 
 
③ ヨーロッパの改宗ムスリムは社会・政治
問題に関して積極的に発言を行っているが、
この日本人ムスリムにはまだそのような発
言はみられない。 
 
④ ヨーロッパの改宗ムスリムが移民ムス
リムと距離を置き、彼らに対して批判的であ
るのに対し、この日本人ムスリムは公に日本
への移民ムスリムを批判することはない。こ
れは日本におけるムスリム・コミュニティが
まだ小さいことが一因であろう。 
 
さらにこの日本人ムスリムは日本イスラ
ム教団の活動当時の状況を直接知らない世
代に属するが、自らのイスラーム土着化の試
みを同教団の主張していた「大乗イスラー
ム」とは異なると明言し、そのスタンスを「日
本教イスラーム派」と呼んで批判的に差異化



している。彼に限らず、一般的に日本イスラ
ム教団について直接の知識を持たない世代
は同教団に言及したり、同教団の活動内容に
ついて（推測・仄聞の範囲内だが）話すこと
をあまり躊躇しない傾向がある。従って日本
イスラム教団に対する日本人ムスリムの姿
勢には世代間の相違が存在すると言える。 
 
（３）本研究では当初日本イスラム教団の布
教活動の特徴を、教団幹部であった安倍治夫
によって主張された「大乗イスラーム」とい
う概念に注目し、日本における仏教とイスラ
ームの接点、および先行研究でも提示された
イスラームの土着化という観点から検討す
る予定であった。しかし同教団の教義解釈に
おける特徴に加えて組織的特徴などを考慮
すると、その活動はイスラームを日本化する
ことによって日本に根付かせる試みとして
のみではなく、「新宗教」として理解するこ
とが可能ではないかという結論に達した。こ
の根拠となる同教団の活動の特徴としては
次の５つが挙げられる。 
 
① 教団設立者であり、信者から「大先生」 
と呼ばれていた二木秀雄のカリスマ指導者
としての存在 
 
② 二木が教えを説くだけではなく、実際に
医者として信者を「癒す」、いわば「ヒーラ
ー」としての役割を担っていたこと 
 
③ 教団の名を冠したバッジやたすきの使
用などに見られるように、ムスリムとしてよ
り日本イスラム教団への帰属意識が強調さ
れていたこと 
 
④ 集団入信式など、大規模な儀式が重要視
されていたこと 
 
⑤ 基本的な教えはイスラームに即してい
るものの、その解釈や実践方法が伝統的なイ
スラームとは異なり、仏教など他の宗教要素
を積極的に取り入れていること 
 
日本イスラム教団を新宗教の一例である
と特定するには同教団の出現の背景となる
当時の日本社会の宗教情勢のより詳細な検
討が必要であるが、同教団を新宗教ととらえ
ることによって、その活動を戦後の日本宗教
史の中により多角的に位置づけることがで
きると考えられる。 
 
本項の（２）についてはアジアのムスリム・
マイノリティに関する書籍の一章として論
考を完成し、現在出版準備中である。また
（３）については現在その内容を雑誌論文と
して発表準備中である。この 2点は次項に述
べる研究業績には反映されていない。 
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